
 北九州モデルに取り組もうと思ったきっかけは？

⼈⼿不⾜が続いており、このままではますます現場の負担が
増えてしまう状況でした。そして、この局⾯を乗り切るため
に何か業務改善を進めなければと考えていました。
そんな折、北九州モデル導⼊の話があり、業務改善を具体的
に進め、業務の省⼒化と離職防⽌を図る良いきっかけになる
のではないかと思い、取り組むことにしました。

1

 職員との合意形成はどのように⾏いましたか？

まずは労働環境の改善を図る委員会で北九州モデルの説明と
取り組む⽬的を明⺬しました。また、職員を対象に業務改善
に関するアンケートを⾏い、現場の意⾒も出してもらうこ�と
で、取組への合意形成を図っていきました。さらに、取組の
結果や効果を都度現場へ⺬し、取組のメリットも理解しても
らうことで、より⼀層合意形成を得ることが出来ました。 

2

 多職種をどう巻き込みましたか？

労働環境の改善を図る委員会は、多職種で構成されており、
そこで、話し合いを進めていきました。加えて、利⽤者の属
性によってフロア機能が⼤きく異なっていたため、⼀つのフ
ロアに絞って取組を進めていったことで、これらに関わる医
師、看護師、介護福祉⼠、介護職員、リハビリテーション専
⾨職などを巻き込むことができました。

3

 不平不満が出たとき、どのように対応しましたか？

調査や書類作成等、現場の負担を増やす取組に関しては、役
職者を中⼼に進めたことで、現場職員からの不平不満は⼀切
ありませんでした。
ただし、役職者へは負荷がかかることがありましたので、随
時施設⻑代理など上位の管理職から声をかけ、意⾒を傾聴
し、⼼理的フォローを⾏っていきました。
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平成14年7⽉に開設。⺟体は１００年の歴史を持ち、北九州の地域に根
差した医療・看護・介護のサービスを提供している。
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 取組にあたり壁になったことは？

感染症の流⾏が最も⼤きな壁に な り ま し た 。 ⽇ 々 の 業 務
に 加 え 、 感 染 症 予 防 や そ の 対 応 に 追 わ れ 、 な か な か 思 う
よ う に 業 務 改 善 の 取 組 を 進 め る こ と が で き な い 時 期 が あ
りました。
し か し 、必ず良い結果を⽣むのだという想いを持ち続け
たことで、取組を継続させていくことができました。

5

 今回の取組で役に⽴ったことは？

業務量調査によって業務をデータとして「⾒える化」できた
ことで、これまで「何となくこうだからこうしよう」と進め
てきた業務の効果測定ができ、客観的に⾃らを振り返るきっ
かけになりました。また、変化に対して消極的だった職員も
効果を実感できたことで、前向きにチャレンジをするように
なるなど、職員の意識改⾰にもつながりました。

6

 新たな取組など、今後の⽅針は？

新たな取組として、A Iを⽤いた歩⾏分析や⼝腔機能評価が可
能なアプリを⽤いて、専⾨職以外の職員でも利⽤者の状態を
客観的に捉え、科学的根拠に基づいたケアの実現を図ってい
く予定です。また、これまでの取組を整理し、まとめ、外部
へと発信することで、施設の付加価値を⾼めつつ職員の更な
るスキルアップを⾏っていく予定です。

7

 これから取り組む施設へのアドバイスを！

新しいことにチャレンジする際には、何かしらの負荷がかかる
かと思います。ですが、チャレンジを続けることで必ず効果が
⽣まれ、利⽤者にとっても職員にとってもポジティブな変化を
⽣み出すことができます。ぜひ、諦めずにチャレンジをし続け
てほしいと思います。そして、新たな介護の担い⼿となる若い
⼈にも興味を持ってもらうよう⼀緒に頑張りましょう。
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北九州モデル導⼊の主な取組内容

北九州モデル導⼊の流れ
（センターによる伴⾛⽀援）

・北九州市介護ロボット等導⼊⽀援・普及促進センター（以下、センター）実施の業務量
���調査とその報告を受け、主に居室巡回と記録業務の効率化を課題として掲げ、センター
 の助⾔を受けながら具体的な取組内容を計画。
・居室巡回の効率化では、⾒守りカメラ導⼊に向けて福岡県介護ロボット導⼊⽀援事業費
 補助⾦を申請。⾒守りカメラ導⼊により、不必要な訪室が削減され、タイムリーな対応
���が⾏えるようになった。
・記録業務においては、申し送り書類の運⽤を⾒直したことにより、⼆重記録が削減さ
 れ、業務負担が軽減した。

キックオフミーティングと
今後の流れの共有

センターによる業務量調査と
結果報告会

課題抽出と解決策⽴案に向けた
意⾒交換

センターとの実施状況の共有や
意⾒交換／振り返り


